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１．はじめに

地すべり対策としてのｸﾞﾗﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工は抑止効果の速効性・確実性と言った実用面で優れていることから施

工実績が増えている。しかし、待受け型ｱﾝｶｰは、ある程度の地盤変位を伴い効果が得られる性状であるため

ｱﾝｶｰ間土の中抜け現象が生じ易く、このためｱﾝｶｰ頭部斜面側に表面敷設構造ののり面保護工を併用する対策

が要求されている。 本研究はｱﾝｶｰ工を基本に、ネット工法、繊維敷設工法、枠工法、吹付け工法ののり面

表面処理を併用する地すべり対策工を想定した模型

載荷実験を行い、各工法の抑止効果と地盤の中抜け

現象に関して検討したものである。

２．室内模型実験の概要

実験装置(図-1)は地盤を後方からｴｱｰｼﾞｬｯｷにより

応力制御多段方式で水平載荷、土槽底面をすべり面

図-1 実験装置の概要と変位観測の位置として強制的に地盤を移動=地すべりを起こすもので

ある。地山を1：0.5で切土、すべり面が傾斜した状

態を想定し、のり面角を40°と設定、実験装置の構

造上、すべり面を水平に戻した形で載荷した。地盤
３は2mm以下の粘性土を含水比40％に調整し、湿潤密度1.56g/cm

となるように締固めた。ｱﾝｶｰ体は4mmｽﾃﾝﾚｽ棒を用い12kNで引張

したまま底盤裏で固定、頭部は受圧板(ﾌﾟﾗ板)を設置し4段×4列

の正方形打設、これをｱﾝｶｰ工の基本条件とした。実験は受圧板

のみ設置とネット工、繊維敷設工、枠工、吹付け工を併用した

模型について行い、各箇所での地盤の変位を観測した。

３．実験結果および考察

図-2 載荷圧～載荷盤水平変位各工法の載荷圧との関係について、載荷盤水平変位(図-2)、

のり面水平変位(図-3)、のり面鉛直変位(図-4)、

地表面鉛直変位(図-5)を示す。無処理はｱﾝｶｰを打

設しないｹｰｽで各工法の効果を比較するために行っ

たものであるが、対策工を施したいずれのｹｰｽにおいても載荷圧

に対する変位量の抑制が図られており、さらにｱﾝｶｰ工に表面敷

設構造を併用すると抑止効果が増す傾向となることが確認され

た。また、鉛直変位はｱﾝｶｰ打設位置より上か下かで地盤変位が

収縮と膨張とに分かれることがわかった。

図-6より地盤の中抜け現象に関する検討を行う。地すべり全

体変位d に対してｱﾝｶｰ間土の中抜け量（のり面水平変位d 、鉛H0 H1

図-3 載荷圧～のり面水平変位直変位d のﾍﾞｸﾄﾙ合力d）の比率 1-（d/d ）に基づき、中抜けV1 H0
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防止率(％)を定

義、算出した。こ

の値が大きいほ

ど、地盤の中抜け

現象がのり面保護

工によって抑制さ

れていることとな

る。図-7に各工法

における中抜け防

止率と載荷盤水平

図-4 載荷圧～のり面鉛直変位 図-5 載荷圧～地表面鉛直変位変位との関係を示す。

水平変位がある程度の

変位量に達すると中抜

け防止率は工法によっ

てほぼ一定値に収束す

ることがわかる。この

値で比較すると、吹付

図-6 ｱﾝｶｰ間土中抜け現象の概念図け、枠、ネット、繊維

敷設、受圧板のみの順に中抜け防止効果が高くなっている。

図-8はのり面表面全体を被覆する工法となるネット、繊維

図-7 地すべり変位量～中抜け防止率敷設、吹付け工に作用する土圧の測定結果である。表面敷設

構造に作用する土圧は壁体等の剛構造物とは異なり土塊の変

位移動（中抜け）に伴って発生するため、土圧が発現する載

荷圧に差異が生じている。この土圧は地盤の中抜けに伴い生

じる圧力を受圧板で受けきれなかった部分で、のり面保護工

が受圧板に代って受け持つ割合をのり面保護工応力分担率と

定義、算出した（図-9）。吹き付け工は他2種工より剛構造

であるため早期から分担率が高いが、変位量が大きくなると

亀裂発生の影響で低下、不安定となっている。ネットと繊維

敷設は材料の伸縮性の差が分担率特性に影響を及ぼすことが

わかった。

図-8 載荷圧～のり面表面に作用する土圧４．まとめ

今回の地すべり室内模型実験の結果、載荷に伴う地盤の変

位から対策工による抑止効果が確認され、中抜け防止率を算

出し各工法の有効性、のり面保護工に作用する土圧の関係よ

り応力分担率を算定し表面被覆工の有効性を検討した。地す

べりの規模に応じた対策工の選定をするとより経済的対策が

可能と考えられる。

本研究に際し実験等を担当した本学平成15年度卒業研究＜謝 辞＞

生 鹿毛 康裕、副島 守一 君に謝意を表します。

松尾･奥園･Hazarika「表面敷設型地すべり対策工の抑止〔参考文献〕

図-9 地すべり変位量～のり面保護工応力分担率効果に関する模型実験」土木学会第58回年次学術講演会2003.9
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